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証券アナリスト基礎講座サンプル問題 
 
 
以下の問に対する答えとして最も適切なものを A～D の中から１つ選びなさい。 
 

問 1．日本経済に関する次の記述のうち、正しくないものはどれか。 
A．実質 GDP（実質国内総生産）とは、物価変動の影響を除いた生産活動の水準のことである。 
B．インフレーションは一般物価水準の持続的な上昇を意味する。 
C．銀行等の金融仲介機関が中心になって資金の融通を媒介する形態を間接金融という。 
D．日本銀行による財政政策はマネーサプライの増減を通じて物価水準を調整する政策である。 

 
問 2．経済と金融に関する次の記述のうち、正しくないものはどれか。 

A．わが国では近年、海外部門はだいたい貯蓄超過になっている。 
B．GDP（国内総生産）と GDE（国内総支出）は事後的には必ず等しくなる。 
C．企業の利益（税引き後）のうち配当されないで留保された分も株主に帰属する。 
D．株主は有限責任であるので、初めに投資した資金がなくなることはあっても、それ以上に追加の負

担をすることはない。 
 
問 3．各種の証券に関する次の記述のうち、正しくないものはどれか。 

A．転換社債の利率（クーポン）は一般に、普通社債と比べて低い。 
B．ETF（Exchange Traded Funds）は基準価額で売買される。 
C．ドル建ての債券は一般に、円高になると、円でみたリターンが低くなる。 
D．先物取引では、満期までに反対売買した場合は、実際に現物（証券）を受け渡しせずに、差金決

済が行われる。 
 
問 4．寄付きの注文（指値注文と成行き注文）が以下のとおりとすると、板寄せ方式による取引では株価

はいくらに決まるであろうか。 

   株価別の指値注文の株数（千株）         成行き注文 

株価 買い注文 売り注文   買い注文 売り注文 

505 

504 

503 

502 

501 

500 

0 

10 

20 

30 

20 

10 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

100 60 
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A．金額加重収益率（内部収益率）では、キャッシュフローの発生によって、算出される収益率が影響

される。 
B．キャッシュフローの影響を調整しつつ、個々の運用者のパフォーマンスを正確に測定するには、時

間加重収益率の利用が不可欠である。 
C．シャープ測度は、ポートフォリオのトラッキング・エラーを使ってリターンを調整したリスク調整後のリ

ターン指標である。 
D．資産運用会社の運用実績を測定し顧客に開示する際の統一的なガイドラインを定める目的で投

資パフォーマンス基準が制定された。 

問 39．運用商品選択に関する次の記述のうち、正しくないものはどれか。 
A．運用商品の定性的な評価を行う際には、運用会社の経営基盤や投資哲学、さらには、商品の運

用に携わる運用スタッフの人材等が評価対象となる。 
B．過去の運用実績から将来のリターンを確実に予測することは一般に困難である。 
C．確定拠出年金では、各加入者が自らのリスク許容度に応じて投資する商品を選択することが望ま

しい。 
D．投資家のリスク許容度が大きいほど投資家が保有すべき元本確保型商品の割合は増加する。 
 

問 40．日本の企業年金制度に関する次の記述のうち、正しくないものはどれか。 
A．一般に、退職給付会計に用いられる割引率が上昇すると、企業の退職給付債務（年金債務）は増

加する。 
B．確定給付型の企業年金制度は事前積立制度がとられるため、一般に運用資産を外部に積み立て

ることが必要である。 
C． 適格退職年金制度や厚生年金基金制度は、いずれも確定給付年金に属する企業年金である。 
D．確定拠出年金の運用指図は加入者が自ら行わなければならない。 
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証券アナリスト基礎講座 サンプル問題 

解答と解説 

問 1 D 
マネー・サプライの増減を通じて物価水準を調整するのは、日本銀行による金融政策である。 

 
問 2 A 
  わが国は近年、経常収支が黒字であるが、これは、海外部門は資金不足、すなわち投資超過というこ  
  とである。 
 
問 3 B 
  ETF は基準価額ではなく、投資家の注文によって取引所でついた価格で取引される。 
 
問 4 B 
 
問 5 C 
 その価格以上の買い、その価格以下の売りは、成行きを含めて、以下のとおりとなるので、最も取引が

多くなるのは 503 円、そのときの株数は 130 千株となる。 
 
     株価別注文の株数（累積、千株）   
     株価      買い注文  売り注文 
      505       100        180 
      504       110        160 
      503       130        140 
      502       160        120 
      501       180        100 
      500       190         80 
 

問 6 B 
決済用預金は全額保護されるが、一般預金は元本一千万円とその利息が保護され、外貨預金等は

対象外となっている。 
 
問 7 C 
  株式分割を行うと株価が下がるが、これは市場の変動によるものでないので、この下落を修正する必  
  要があるが、それには修正倍率を大きくする必要がある。 
 
問 8 C 

120/1.1+120/1.12+120/1.13+1000/1.13=10,497,370 
 

問 9 D 
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問 36  A 
インデックス・ファンドは、代表的な指数（インデックス）に追随したリターンを目指すパッシブ運用のフ

ァンドである。 

問 37  C 
債券の信用スプレッドが拡大すると債券価格は下落する。 

問 38  C 
シャープ測度は、ポートフォリオの標準偏差を使ってリターンを調整したリスク調整後のリターン指標で

ある。 

問 39  D                                        
投資家のリスク許容度が大きいほど、投資家が保有すべき元本確保型商品の割合は減少する。 

 

問 40 A 
割引率の上昇は、企業の退職給付債務（年金債務）を減少させる。 

 
 
 

以上 
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